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（百万円）

2009年3月期

第2四半期累計

2010年3月期

第2四半期累計
増減

金額 構成比 金額 構成比 金額 率

売 上 高 146,890 － 125,869 － ▲21,021 ▲14.3%

売 上 総 利 益 36,360 24.8% 33,062 26.3% ▲3,298 ▲9.1%

販 管 費 32,242 21.9% 31,660 25.2% ▲582 ▲1.8%

営 業 利 益 4,117 2.8% 1,401 1.1% ▲2,715 ▲66.0%

経 常 利 益 3,844 2.6% 1,266 1.0% ▲2,577 ▲67.0%

四 半 期 純 利 益
（▲は当期純損失）

1,668 1.1% ▲237 － ▲1,906 －

2010年3月期 第2四半期 連結経営成績

減収に伴う売上総利益の減少により、営業利益は前年同期比▲27億15百万円の減益
投資有価証券評価損（▲6億52百万円）を特別損失として計上したことなどにより、

四半期純利益は前年同期比▲19億6百万円の減益
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（百万円）
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2009年3月期
第2四半期累計

2010年3月期
第2四半期累計

増減

売上高 売上総利益 利益率 売上高 売上総利益 利益率 売上高 売上総利益 利益率

サ ー ビ ス 108,923 24,674 22.7% 96,376 23,754 24.6% ▲12,546 ▲919 ＋2.0pt

ソ フ ト ウ ェ ア 15,187 5,139 33.8% 12,732 4,045 31.8% ▲2,455 ▲1,094 ▲2.1pt

ハ ー ド ウ ェ ア 22,779 6,546 28.7% 16,760 5,261 31.4% ▲6,019 ▲1,284 ＋2.7pt

合 計 146,890 36,360 24.8% 125,869 33,062 26.3% ▲21,021 ▲3,298 ＋1.5pt

売上区分別の状況と営業利益の分解図

販 管 費 32,242 31,660 ▲582

営 業 利 益 4,117 1,401 ▲2,715

2009年3月期
2Q累計
営業利益
4,117

2010年3月期
2Q累計
営業利益
1,401

サービスの
売上総利益減少

▲919

ソフトウェアの
売上総利益減少

▲1,094

ｼｽﾃﾑｻｰﾋﾞｽ ▲831
ｻﾎﾟｰﾄｻｰﾋﾞｽ ▲894
ｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ ＋1,673
ﾈｯﾄﾏｰｸｽｻｰﾋﾞｽ ▲773
その他ｻｰﾋﾞｽ ▲94

販管費の減少
＋582

ハードウェアの
売上総利益減少

▲1,284

内訳

（百万円、増減は前年同期比）
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2009年3月期
第2四半期累計

2010年3月期
第2四半期累計

増減額

営 業 キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 19,380 9,246 ▲10,134

投 資 キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー ▲8,005 ▲6,190 1,815

フリー・キャッシュ・フロー 11,375 3,056 ▲8,318

3

※純有利子負債 ＝ 有利子負債 － 現金及び預金

（百万円）

（百万円）

キャッシュ・フローおよびバランスシートの状況

2009年3月末 2009年9月末 増減額

総 資 産 233,546 212,243 ▲21,302

負 債 158,081 138,231 ▲19,849

純 資 産 75,464 74,012 ▲1,452

有 利 子 負 債 90,526 82,255 ▲8,271

（ 純 有 利 子 負 債 ） （54,380） （52,296） （▲2,083）

フリー･キャッシュ・フローは、30億56百万円のポジティブ
借入金の減少により有利子負債を▲82億71百万円圧縮
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（百万円）
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2009年3月期 2010年3月期 見通し 増減

金額 構成比 金額 構成比 金額 率

売 上 高 310,127 100.0% 300,000 100.0% ▲10,127 ▲3.3%

売 上 総 利 益 80,109 25.8% 80,300 26.8% 190 0.2%

販 管 費 64,225 20.7% 64,300 21.4% 74 0.1%

営 業 利 益 15,883 5.1% 16,000 5.3% 116 0.7%

経 常 利 益 15,116 4.9% 15,500 5.2% 383 2.5%

当 期 純 利 益

（▲は当期純損失）
▲8,819 ▲2.8% 7,600 2.5% 16,419 －

（百万円）

2010年3月期業績見通し

2009年3月期 2010年3月期 見通し 増減額

営 業 キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 46,299 28,000 ▲18,299

投 資 キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー ▲20,247 ▲16,000 4,247

フリー・キャッシュ・フロー 26,051 12,000 ▲14,051

有 利 子 負 債

( 純 有 利 子 負 債 )

90,526

（54,380）

69,740

（44,153）

▲20,785

（▲10,227）
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売上区分別の見通しと営業利益予想の分解図
（百万円）

2009年3月期 2010年3月期 見通し 増減

売上高 売上総利益 利益率 売上高 売上総利益 利益率 売上高 売上総利益 利益率

サ ー ビ ス 231,917 56,416 24.3% 231,600 59,200 25.6% ▲317 2,783 1.2pt

ソ フ ト ウ ェ ア 32,207 10,810 33.6% 29,400 9,600 32.7% ▲2,807 ▲1,210 ▲0.9pt

ハ ー ド ウ ェ ア 46,001 12,882 28.0% 39,000 11,500 29.5% ▲7,001 ▲1,382 1.5pt

合 計 310,127 80,109 25.8% 300,000 80,300 26.8% ▲10,127 190 0.9pt

販 管 費 64,225 64,300 74

営 業 利 益 15,883 16,000 116

2009年3月期
営業利益
15,883

2010年3月期
営業利益
16,000

サービスの
売上総利益増加

＋2,783

ソフトウェアの
売上総利益減少

▲1,210

ｼｽﾃﾑｻｰﾋﾞｽ ＋339
ｻﾎﾟｰﾄｻｰﾋﾞｽ ▲719
ｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ ＋3,298
ﾈｯﾄﾏｰｸｽｻｰﾋﾞｽ ＋76
その他ｻｰﾋﾞｽ ▲211

ハードウェアの
売上総利益減少

▲1,382

内訳

（百万円、増減は前期比）

販管費の増加
▲74

人件費 ▲944
事務機械化費 ▲190
事務所経費 ＋380
一般経費他 ＋680

内訳



2010年3月期 第2四半期

成長計画2009-2010の進捗

日本ユニシス株式会社

代表取締役社長

籾井勝人

2009年11月5日
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1

企業のソフトウェア投資は期初時点より悪化するも、下期はやや改善の兆し

2009年度に急激に落ち込んだＩＴサービス市場は2010年度から穏やかな回復へ

2009年度上期環境 2009年度下期環境

【企業のソフトウェア投資計画 前年同期比】

【ITサービス市場（セグメント別） 前年比】 【ITサービス市場（業種別） 前年比】

出所：日銀短観 ソフトウェア投資計画（大企業、金融機関）より抜粋

出所：IDC Japan, 2009年8月「国内ITサービス市場 産業分野別2008年の分析と2009年～2013年の予測：2009年上半期アップデート」（J9300105）を当社区分に変更

％ ％

％ ％
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成長計画2009-2010の重点施策

2

当社のビジネスモデルはフロー中心からストック（安定収益）拡大への変遷期

Ｓ－ＢＩＴＳ構造改革
案件発掘～受注獲得へ
ＩＣＴサービスメニュー拡充

「ＩＣＴサービスの本格展開」

【受注残 前年同期比】

ストック型：サポートサービス（ネットマークスを含む）
アウトソーシング
製品賃貸など

フロー型：システムサービス
ネットマークスサービス（サポート以外）
製品販売など

中長期成長に向けた安定収益拡大

989

1,777 1,782

減少

減少

増加

サービス品質の向上
コスト構造改革
営業力強化

「企業体質のさらなる強化」

厳しい環境下でも利益を確保

億円

増加
（62.4%） （72.8%）

（76.8%）
（84.3%）

（37.6%） （27.2%）

（23.2%） （15.7%）

＊カッコ内は構成比

1,042
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3

品質管理の強化等により、不採算抑制とサービス利益率を向上

スタッフから営業への人材シフトにより、販売体制（営業力）をさらに強化

【不採算額 四半期推移】

【システムサービス売上総利益率 四半期推移】

【システムサービス 外部委託費用推移】

2009年10月 営業部隊に107名を職種シフト

スタッフ業務の効率化 営業増強による案件数増加 売上増

億円 億円

（下期は見込み）

（3Q、4Qは見込み）
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4

Ｓ－ＢＩＴＳの構造改革を着実に推進し、 『BankVision®』拡販へ

2008年3月期 2009年3月期 2010年3月期 2011年3月期 2012年3月期

5月 百五銀行 1月 十八銀行 筑邦銀行（予） 佐賀銀行（予）

紀陽銀行（予）

山梨中央銀行（予）

鹿児島銀行（予）

フルアウトソーシング、開発自営やパッケ
ージ販売などサービス提供形態を多様化

⇒商談機会の増加

【稼働スケジュール】

『BankVision』の適用効率化対応（コン
パクト化）によりターゲット行を拡大

⇒開発（改造）は順調

開
発
自
営

プラットフォーム
（Windows®）

ミドルウェア
『MIDMOST®』

アプリケーション
『BankVision®』

制度対応／共通機能追加 フ
ル
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

パ
ッ
ケ
ー
ジ
販
売

Ｓ－ＢＩＴＳ共同アウトソーシングのコスト
効率化

⇒参加行の順次稼動（順調）

提供形態

個別カスタマイズ

ｻﾎﾟｰﾄ

ｻﾎﾟｰﾄ

運用

開発
保守
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5

高成長が見込まれるＩＣＴサービスに早期参入、案件発掘～今後の受注拡大へ

2008-2013 CAGR 8.5%

受注獲得へ

「自動化・仮想化・統合化」を実現したＭｉＦ®（クラウド型ＩＴ基盤）で業界をリード

ｉＤＣ運用の完全自動化を実現
（サーバ、ストレージ、ネットワーク）

案件増

通信費 電気代

設備投資
提携により
競争力強化

最先端製品を
自由に調達

メインフレームで
培った優位性

ｉＤＣのコスト構成要素

•柔軟＆迅速な
サービス提供

•運用コスト低減

高信頼性・高セキュリティ環境
（運用保守、顧客ＡＰノウハウ）

•国内顧客ニーズ
に対応

出所：IDC Japan, 2009年8月「国内ITサービス市場 産業分野別2008年の分析と
2009年～2013年の予測：2009年上半期アップデート」（Ｊ9300105）

件

億円

【ＩＣＴ案件状況 月次推移】【市場成長率予測】

ＨＷ・ＳＷ

運用
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他社
ＳａａＳ

事業部企画ＳａａＳ業種共通ＳａａＳ

6

高品質なＩＣＴ基盤上でＩＣＴサービスメニュー（ＳａａＳ、ＰａａＳ）を拡充

次世代ｉＤＣ基盤（ＭｉF）

ＩａａＳ
（ＨａａＳ）

運用サービス

ＰａａＳ

ＳａａＳ

官公庁製造
流通

電力
サービス等

smart oasis®

（充電ｲﾝﾌﾗ）

エコLOGI
シリーズTM

（物流）

SASTIK®

（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ）

ＩＣＴ
ホスティング

ＳａａＳプラットフォーム＋ＳａａＳポータル（ビジネスパーク）

RENANDI®

（教育機関
向け）

iSECURE®

（プリント管理/電子透かし）

LearningCastTM

（企業向け教育）

GOCE®

（グローバル・ネットワーク）

PowerWorkPlace®

（情報活用）

SharedPro®

（製造）

Travel Concierge®

Small
（旅行）

広域行政ICT

SAVEaid/
セーブエイドTM

（危機管理）
：

UniCity®

自治体向け
（文書管理）

：
：

ＵＮＩＴＲＡ®

（物流ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨ）

ユーザ企業
業務ＡＰ

Ａ社 Ｂ社 Ｃ社・・・
Microsoft 
Dynamics®

CRM4.0

決算報告
エクスプレス※2

（EDINET対応）

PLANTIA※1

（設備管理）
BEStPRO※1

（原価管理）

SaaSメニューは抜粋

ウィルス対策
（コンピュータウィルス）

※１ PLANTIA、BEStPROは日揮情報システム株式会社が提供しています。
※２ 決算報告エクスプレスは株式会社スリー・シー・コンサルティングの商品です。

：既存メニュー ：今期サービス開始の新メニュー



（注）本資料で記述しております業績見通し等の予測数値は、現時点での入手可能な情報による判断および
仮定に基づき算定しており、リスクや不確定要素の変動および経済情勢等の変化により、実際の業績は、
本資料における見通しと大きく異なる可能性があることをご承知おきください。
また、本資料は投資判断のご参考となる情報の提供を目的としたもので、投資勧誘を目的として作成した

ものではありません。
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